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RIKKYO SCHOOL IN ENGLAND  

2018年度 H3  第 2学期進路ガイダンス資料 
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ガイダンス目次 

◇ 帰宅してからやること 

 

◇ 受験に向けて 

 

◇ 受験が終わったら 

 

◆ 参考：冬休みの受験勉強 
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－ 帰宅してからやること － 

 

①  帰宅後、ご両親とよく相談して実際に受験する大学の最終的な決定をして下さい。お世話になっている塾や予備校があれば、 

 模試結果を持参し、チューターの方にも相談するといいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② まだ取り寄せていない場合には、出願するために、大学の願書を至急入手して下さい。 

 

 

③ 大学受験の出願には調査書が必要です。 

志望大を決定し、『調査書作成依頼用紙』を各クラス担任宛てに送って下さい。 

市川：koheiichikawa@rikkyo.uk ／ 岡野：toruokano@rikkyo.uk 

ファックス、Ｅメールのどちらでも構いません。 

別紙の『調査書作成依頼用紙』をコピーして使ってください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆受験日があまり連続しないように注意すること。一般に 2日連続で受験し、1日 

空けるとよいと言われています。3日連続で受験する時は、第一・二志望大が 

含まれるなど、踏ん張らねばならないときが多いもの。自分の体力（体力には 

頭の回転も含まれる）をよく考えて決めて下さい。 

 

◆最初の試験は、自分にとって受験しやすいランクの大学にしておき、腕ならしを 

することを勧めます。初めての受験では試験会場の雰囲気に呑まれてしまうこともあります。 

そういった意味では、最初の試験は第一志望ではないものにして本番の雰囲気を経験しておくとよいでしょ

う。 

 

◆多くの私立大は、入学試験が一回勝負だけではありません。Ａ方式、Ｂ方式など 

複数の受験形式で行っていることが多いです。 

→受験科目の有利な組み合わせで、受験する戦略も考えましょう。 

→受かるか受からないか微妙なランクの大学の場合には、Ａ方式、Ｂ方式を受ける、など複数受けるとよいで

す。その時、重複して受けられるかどうかをよく確認すること。また他の大学の受験日と連続しすぎないか、

重ならないかも確認しましょう。 

 

◆調査書発送第１便の依頼締切りは 12月 9日（日）です。 

12月 12日（水）頃に学校から普通郵便で郵送します。到着までの目安は、日本の場合は１週間です。 

 

◆英国から郵送すると、到着まで日数が必要です。あとから少しずつ追加して調査書を 

送ってもらうと間に合わなくなることもありますから、もし「これを受けておこうか迷う」というものが

あれば、まとめて依頼しておいて下さい。 

 

◆大学センター試験の結果で受験大学を調整した、また考えが変わったなどで、調査書が追加で必要になっ

た場合は、遅滞なく調査書作成依頼の追加を送って下さい。 

 

◆12月 13日（木）～20日（木）は、緊急の場合があれば随時受け付けるので、連絡して下さい。緊急の

場合、国際速達郵便（UPS）で送ることも可能です。 

郵送料は自己負担（£20～30）となりますが、3～5営業日で到着できます。 

 

◆12月 21日（金）～1月 6日（日）までは発送の対応は出来ません。年明けの第２便の発送は 1月 7日

（月）です。以降は依頼に合わせて随時発送します。 

 

◆調査書は厳封されており、開封すると無効になるので絶対に開けないで下さい。開封されたものは大学に

受理されません。 

 

◆使用しなかった調査書は、受験が全て終了したあと、学校へ必ず返却して下さい。 

mailto:koheiichikawa@rikkyo.uk
mailto:toruokano@rikkyo.uk
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― 受験に向けて － 

 

 

① インフルエンザなどの風邪が気になる人は、医師に相談し、予防接種を受けるとよいでしょう。 

 

② 大学センター試験・個別入学試験など、試験の 1週間前になったら、体調を整える生活を送りましょう。 

あまり夜遅くまで勉強するのは控え、夜は早めに寝ること。 

朝はきちんと起きること。三食をしっかりとることです。 

 

③ 大学センター試験を受ける場合は、これからセンター試験対策を行いましょう。 

◆教科書、資料集、参考書、ノートなどを使い、基礎をしっかりおさらいすること。 

◆問題集を使い、頭の回転をよくしておくこと。 

◆大学センター試験の過去問題を解き、感じをつかむこと。 

点数を記録し、分析や復習に生かしましょう。 

◆３度程度、本番と同じ時間やスケジュールで解くトレーニングをしておくとよい。 

（演習でガンガン解く年度の問題と、本番用練習に使う年度の問題を区別しておくとよい） 
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④ 前もって、試験会場までの下見をしておくこと。大学構内にまで立ち入れなくともいいので、 

少なくとも、交通手段を確認しておくこと。朝早いとダイヤが変わることがあるので、要注意。 

 

⑤ 試験の前日は、おさらいを済ませたら、早めに就寝すること。 
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⑥ 当日の試験会場の暖房はよく効いているか、少し肌寒いか、環境は分かりません。着脱のしやすい服装を 

心がけましょう。 

ペットボトルのミネラルウォーターなど水分を摂れるものを持っていくこと。 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 大学センター試験当日は、問題用紙に答えを書き込み（○をつけておく）、持ち帰ること。 

終了後翌日には大手の新聞に、問題と解答が掲載されます。持ち帰った問題用紙をもとに、自己採点し、 

得点を計算しましょう。 

 

 

 

→大手予備校には、実際の自己採点結果をもとに、私立大・国公立大二次試験の出願に伴う合否確率判定を 

行うシステムを持っているところが多いです。 

点数を入力すると、合格確率の高い大学を検索するシステムを持っている場合もあります。 

ぜひ利用しましょう。 

 

 

 

－ 受験が終わったら － 

 

① 担任宛メールで報告して下さい。 

 

② 『受験報告書』に記入し、学校へ送って下さい。ファックス、Ｅメールのどちらでも構いません。 

 

③ 進学先に提出するために卒業証明書を送ります。ただし 2019年 3月 9日の卒業礼拝が終了してからの発送になりますので、 

大学から提出を求められたときはその旨伝えて下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

マーク式の解答をするとき… 

必ず塗りつぶす●を、枠線から丁寧になぞり、濃く塗りつぶすこと！ 

マーク模試の結果を見ていると、立教生は塗りつぶしが十分でなく、名前すら正しく機械で読み取れてい

ないものがしばしばある。絶対に注意！ 

【連絡先】 

学校の電話番号 +44-(0)1403-822107 

学校のファックス番号 +44+(0)1403-822535 

学校の代表 Eメールアドレス eikoku@rikkyo.w-sussex.sch.uk 

各担任宛の Eメールアドレス 市川：koheiichikawa@rikkyo.uk 

 岡野：toruokano@rikkyo.uk 

 

問題用紙に書き込みながら解くやり方に、演習をしながら慣れておきましょう。 

mailto:eikoku@rikkyo.w-sussex.sch.uk
mailto:yaekomori@rikkyo.w-sussex.sch.uk
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参考： 

 

 

 


